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5
人･まち･自然　　　輝いて 

　向かい合い、笑顔で始まる地域の輪 
（第47回安田地区体育大会、「ジャンケン列車ポッポー」でのひとコマ） 

　4月24日、さやわかな春風が吹く中、町内各地区（西村、草壁、安田、苗羽、
坂手）で体育大会が行われました。 
　安田地区の最後の競技では、参加者全員によるじゃんけん大会が行われ、子
どもからお年寄りまでの笑顔の列ができました。 
　子どもと地域との関わりが薄くなってきているといわれる今、こういった伝
統のあるイベントを通じて、顔の見える関係を築き上げ、地域の輪を広げてい
くことが、より大切になってきています。　　　（関連記事2・3ページに掲載） 
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少
子
化
の
現
状
、
影
響

近
年
、
わ
が
国
で
は
急
速
に

少
子
化
が
進
行
し
、
こ
れ
ま
で

少
子
化
の
主
な
原
因
と
さ
れ
て

い
た
「
晩
婚
化
」
や
「
非
婚
化
」

に
加
え
、「
夫
婦
の
出
生
力
の

低
下
」
と
い
う
新
た
な
現
象
が

顕
在
化
し
、
少
子
化
が
加
速
す

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
少
子
化
の
進
行
は
、
子
ど

も
同
士
や
地
域
社
会
と
の
交
流

が
希
薄
に
な
り
子
ど
も
の
自
主

性
や
社
会
性
が
育
ち
に
く
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
等
に
よ
り
経
済
や
地

域
社
会
の
活
力
が
低
下
す
る
な

ど
、
わ
が
国
の
将
来
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
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次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
と
は

平
成
15
年
７
月
、
国
は
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

を
制
定
し
、
社
会
全
体
で
、
集

中
的
・
計
画
的
に
少
子
化
対
策

へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

内
海
町
で
は
、
少
子
化
時
代

に
対
応
し
た
、
よ
り
よ
い
子
育

て
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
『
子
ど
も
が
　
親
が
　
地
域

が
育
つ
〜
子
育
て
応
援
団
・
う

ち
の
み
〜
』
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
内
海
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
子
育
て
は
、

親
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
く
こ

と
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
幅
広

く
行
政
、
町
民
、
企
業
等
が
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
地

域
全
体
で
応
援
し
、
子
ど
も
と
、

親
が
共
に
育
っ
て
い
け
る
豊
か

な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
基
本
的
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。
今
後
、
次
世
代
育
成
の
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
子

ど
も
の
成
長
と
子
育
て
家
庭
へ

の
支
援
施
策
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
の
大
変
重
要
な
計
画
で

す
。

0

100

200

300

400
出生数 

死亡数 

昭和58年度 昭和63年度 平成 5年度 平成10年度 平成15年度 
資料：住民基本台帳 
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（人） 

 

経済活動、地域社会の活力の低下、 
子どもへの影響等さまざまな問題が… 

結婚に対する 
考え方の多様化 

子育てに係る 
経済的負担感 

家庭や地域の 
「子育て力」の低下 

夫婦の子ども 
出生力の低下 

子育てと仕事の両立が 
難しい社会環境 

　
近
年
の
急
速
な
少
子
化
の
進
行
等
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
、

昨
年
７
月
に
10
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
社
会

の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
動
計
画
の
策
定
が
全

国
の
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
内
海
町
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
「
内
海
町
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
の
策
定
作
業
に
着
手
し
、
本
年
３
月
、
こ
の
計

画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
月
号
と
来
月
号
に
わ
た
り
、
本
計

画
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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計
画
の
特
徴

本
計
画
案
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
子
育
て
中
の
親
や
子
ど

も
の
生
活
実
態
・
意
見
・
要
望

等
を
把
握
す
る
た
め
、
小
学
生
、

幼
稚
園
・
保
育
園
児
な
ど
の
保

護
者
１，
２
３
２
人
を
対
象
に
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
環

境
、
生
活
環
境
な
ど
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
１，
１
１
５
人
か
ら
の
回

答
（
90.5
％
）
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

や
現
状
分
析
、
関
係
機
関
の
施

策
や
子
育
て
支
援
施
策
等
の
現

状
を
把
握
し
、
今
後
の
課
題
と

問
題
点
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
取
り
組
み
の
成
果
を

測
定
す
る
た
め
、
評
価
指
標
と

目
標
値
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
期
間

こ
の
計
画
は
、
平
成
17
年
度

を
初
年
度
と
し
、
平
成
26
年
度

を
目
標
年
度
と
す
る
10
か
年
計

画
で
す
。
数
値
目
標
に
つ
い
て

は
、
前
期
（
平
成
17
〜
21
年
度
）

の
み
を
設
定
し
、
後
期
（
平
成

22
〜
26
年
度
）
の
目
標
数
値
は
、

中
間
年
度
の
平
成
21
年
度
に
前

期
の
進
捗
状
況
と
そ
の
成
果
を

検
証
し
、
設
定
し
ま
す
。

計
画
の
構
成
、
基
本

理
念
・
基
本
目
標

こ
の
計
画
で
は
、「
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
ま
ち
」
を
基
本
理

念
と
し
、
社
会
全
体
で
子
育
て

を
支
え
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
基
本
目
標
と
し
て
、

①
子
ど
も
、
②
子
育
て
家
庭
、

③
地
域
社
会
、
④
次
代
の
親
と

い
う
４
つ
の
視
点
か
ら
町
と
町

民
が
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
各
項
目
ご
と
に
、
行

政
が
取
り
組
む
施
策
に
加
え
、

子
育
て
を
支
援
す
る
う
え
で
、

家
庭
で
取
り
組
む
こ
と
、
地

域
・
企
業
で
取
り
組
む
こ
と
な

ど
を
設
け
、
目
標
達
成
に
向
け

た
具
体
的
な
行
動
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
あ
る
が
ま

ま
の
一
人
ひ
と
り
と
し
て
愛
さ

れ
、
生
命
を
大
切
に
、
心
身
と

も
に
生
き
生
き
と
健
や
か
に
育

ち
、
感
動
で
き
る
心
を
持
つ
こ

と
は
、
親
の
み
な
ら
ず
、
町
民

す
べ
て
の
願
い
で
す
。
地
域
全

体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
子
育
て
に
夢

や
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
風
光
明
媚
な
町
を
愛
し
、

親
を
尊
敬
し
、
お
年
よ
り
を
大

切
に
で
き
る
人
に
育
つ
環
境
づ

く
り
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・

能
力
を
伸
ば
し
生
き
生
き
と
成

長
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
若
い

世
代
の
人
た
ち
が
、
こ
の
町
で

子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
思

え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
向

け
て
、
こ
の
計
画
を
基
に
、
町

が
一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

※計画の推進にあたっては、関連機関･団体と連携をとり
ながら、計画の実現に向けて進捗状況の把握、点検及
び評価を毎年行ったうえで公表し、必要に応じて各種
施策の見直しを行っていきます。 

＜計画期間＞ 

前　期 後　期 後期目標 
数値設定 

平成17年度 
初年度 
 

 
2 
 

 
3 
 

 
4 
 

 
5 
 
 

22年度 
6 
 

 
7 
 

 
8 
 

 
9 
 
 

26年度 
10 
 

次代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つまち 

漓 子どもがいきいきと健やかに育つことができるまち 
滷 安心とゆとりを持って子育てを楽しむことができるまち 
澆 地域全体で子育てを支えることができるまち 
潺 健やかに思春期をおくり、次代の親として人間性を高めることがで
きるまち 

　子育ての基本は家庭です。子
育ての楽しさを実感し、親子の
きずなを深め、子どもが健やか
に育ち、親も共に成長できる環
境づくりを目指します。 

　自治会をはじめ、愛育会等を
中心にネットワークの形成に努
めるなど、積極的な活動を展開
し、地域の子どもは地域で育て
る環境づくりを目指します。 

　男性の育児参加を積極的に推
進し、有給休暇、育児休業等を
取得しやすい職場づくり、子育
てしやすい環境づくりを目指し
ます。 

　学校、地域、企業と連携を図
り、次代を担う子どもたちが健や
かに成長できる環境を整備し、子
どもを生み育てることの素晴ら
しさを実感できるまちづくりに
努めます。 
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日
　
時

５
月
30
日
豺

14
時
〜
16
時

場
　
所

内
海
町
福
祉
会
館

指
導
者

真
向
法
協
会
本
部
副
会
長

佐
藤
良
彦
先
生

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

石
井
正
治（
蕁
８
２
―

６
７
１
７
）

車
輌
全
面
通
行
止 

規制 時　間 区　　　　　　間 

坂手～苗羽 

古江～田浦 

苗羽～草壁 

坂手・徳本大角灯台入り口 
三差路から、苗羽金両石油 
交差点までの県道 

古江三差路から田浦映画村 
までの県道 

9：30 
 

12：30
〜 

交 通 規 制　5月22日豸 

苗羽金両石油交差点から寒霞 
渓公園線登山口（草壁本町） 
交差点までの県道および国道 

今
年
で
28
回
を
迎
え
る
小
豆

島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
は
、
手
作
り
で
温
か
み
の
あ

る
大
会
と
し
て
、
全
国
に
知
れ

渡
っ
て
お
り
、
今
年
も
４
３
８

８
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。大

会
は
、
５
月
22
日
豸
午
前

９
時
か
ら
、
坂
手
港
町
営
広
場

で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
午
前
10

時
に
号
砲
と
と
も
に
ラ
ン
ナ
ー

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

大
会
当
日
、
ラ
ン
ナ
ー
は
、

５
袰
、
10
袰
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
３
種
目
と
も
コ
ー
ス
の
右

側
を
走
り
抜
け
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ラ

ン
ナ
ー
に
温
か
い
声
援
を
送

り
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
円
滑
な
大
会

運
営
が
行
え
る
よ
う
、
下
記
の

と
お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

� � 

昭
和
53
年
の
春
か
ら
、
島
の
活
性
化
を
目
的
に
始
ま
っ
た

「
小
豆
島
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
も
今
大
会
で
28
回

目
を
迎
え
ま
す
。

全
国
か
ら
健
脚
自
慢
が
集
ま
り
、
内
海
湾
の
さ
わ
や
か
な
風

を
受
け
て
走
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　受講を希望される方は、働く婦人の家 
（蕁82－0410）までご連絡ください。 
　なお、２月19日・20日に働く婦人の家で
行われたフェスティバルバザーの収益金
45,350円を、福岡県西方沖地震義援金とし
て寄付しました。 

籐 細 工  

パッチワーク 

く る み 絵  

人 形  

木 彫  

ヨ ー ガ  

 

講座内容 練 習 日  講 師 名  

第２･４木曜 

第２･４土曜 

第２火曜 

第３火曜 

第４水曜 

毎週金曜 

松岡志保子 

大倉　久誉 

山口万由美 

坂井　鈴子 

福本　正行 

広瀬サカエ 

日　程：６月～12月　年間７回 
内　容：理論（生涯スポーツ指導者の役割ほか） 
　　　　実技（レクリエーションゲーム、トランポリンほか） 
　　　　演習（正しいテーピング法ほか） 
場　所：香川県青年センターほか 
　受講希望者は、５月27日貊までに教育委員会事務局
社会体育係（蕁82－7015）へ申し込んでください。 
　なお、受講料は無料です。 



子
ど
も
の
読
書
週
間 

4
月
23
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す 

〈
行
事
内
容
〉 

●
小
学
生
向
き
読
書
案
内
図
書
展 

　
６
月
５
日
豸
ま
で
、
約
200
冊
を
展
示（
貸
出
可
）し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

皆さんのご参加・ご協力を 
　　　　　　　　　お願いします！ 

町合併54周年記念 

5月8日開催 

皆さんのご参加・ご協力を 
　　　　　　　　　お願いします！ 
　内海町として最後の体育祭となる今大会で
は、全員参加による「人文字」の作成、また
閉会式では色とりどりの風船を空に放ち、フ
ィナーレを飾りたいと思いますので、最後ま
で皆さんのご参加・ご協力をお願いします。 
※なお、小雨・強風等で実施できない場合が
ありますので、あらかじめご了承下さい。 

5

新
刊
紹
介

○
児
　
童
　
書

＊
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
お
き
ゃ
く
さ

ま
（
Ｃ
Ｄ
付
き
）

＊
調
べ
よ
う
日
本
の
伝
統
工
芸

九
州
・
沖
縄

＊
ぞ
く
ぞ
く
村
の
お
お
か
み
男

ほ
か
（
ぞ
く
ぞ
く
村
シ
リ
ー

ズ
８
冊
）

＊
へ
ん
て
こ
も
り
の
な
ま
え
も
ん

＊
ぼ
く
見
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
！

＊
ノ
ン
タ
ン
あ
わ
ぷ
く
ぷ
く
ぷ

ぷ
ぷ
う
ほ
か
（
ノ
ン
タ
ン
シ

リ
ー
ズ
５
冊
）

＊
ブ
ル
ー
ナ
の
ど
ん
な
か
た
ち

（
ブ
ル
ー
ナ
の
１
歳
か
ら
の
本
）

○
一
　
般
　
書

＊
大
地
震
　
こ
れ
な
ら
生
き
残

れ
る
　
　
　
　
山
村
　
武
彦

＊
木
造
住
宅
改
革
の
旗
手

松
下
　
寛
光

＊
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
き
れ
い

に
な
る
　
　
　
黒
川
　
陽
子

＊
い
つ
で
も
野
菜
を

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

＊
体
が
よ
ろ
こ
ぶ
コ
ラ
ー
ゲ
ン

の
お
か
ず
３
０
０
品

竹
内
冨
貴
子

＊
赤
兵
衛
　
　

黒
鉄
ヒ
ロ
シ

＊
こ
ん
に
ち
は
一
葉
さ
ん

森
　
ま
ゆ
み

＊
こ
こ
ろ
残
り

阿
刀
田
　
高

＊
反
自
殺
ク
ラ
ブ
（
池
袋
ウ
エ

ス
ト
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
Ｖ
）

石
田
　
衣
良

＊
人
生
ベ
ス
ト
テ
ン角

田
　
光
代

＊
花
畑
　
　
　

水
上
　
　
勉

＊
銭
売
り
賽
蔵

山
本
　
一
力

＊
ヘ
タ
な
人
生
論
よ
り
徒
然
草

荻
野
　
文
子

＊
夜
ふ
け
の
な
わ
と
び

林
　
真
理
子

＊
ピ
ー
コ
と
サ
ワ
コ

ピ
ー
コ
・
サ
ワ
コ

他
28
冊

☆
古
文
書
を
読
む
会

５
月
10
日
貂
　
14
時
〜
16
時

行
事
予
定

も
た
ち
の
遊
戯
な
ど
、
楽
し
く

て
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
技
・
競

技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
雨
天
中
止
の
場
合
は
、

午
前
６
時
に
町
一
斉
放
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

毎
年
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

体
育
祭
を
５
月
８
日
豸
に
内
海

総
合
運
動
公
園
で
開
催
し
ま

す
。
こ
の
体
育
祭
は
、
内
海
町

の
合
併
を
記
念
し
、
町
民
一
人

ひ
と
り
の
健
康
を
願
い
連
帯
感

の
あ
る
明
る
い
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
に

星
城
・
福
田
小
学
校
合
同
に
よ

る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏

で
入
場
行
進
が
始
ま
り
、
開
会

式
の
後
、
午
前
中
は
保
育
所
・

幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
の
演

技
、
午
後
は
、
一
般
の
方
の
競

技
が
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

２
年
続
け
て
雨
天
中
止
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
注
目
の
地
区

対
抗
得
点
競
技
を
は
じ
め
、
地

区
対
抗
年
齢
別
リ
レ
ー
や
子
ど

☆
古
文
書
（
初
級
）

５
月
14
日
貍
　
10
時
〜
12
時

☆
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

５
月
11
日
貉
　
10
時
〜

※
１
・
２
歳
児
対
象

☆
お
は
な
し
の
会
（
ひ
と
み
会
）

５
月
15
日
豸
　
14
時
〜

※
幼
・
小
学
校
低
学
年
対
象

☆
読
書
会

（「
生
き
る
」
乙
川
優
三
郎
著
）

５
月
15
日
豸
　
14
時
〜
16
時

☆
枕
草
子
を
読
む
会

５
月
21
日
貍
　
14
時
〜
16
時

☆
読
み
聞
か
せ
（
て
る
き
会
）

５
月
28
日
貍
　
10
時
〜

☆
紙
芝
居
作
成

５
月
11
日
貉
・
18
日
貉
・

６
月
１
日
貉
　
10
時
〜
12
時

周辺道路は駐車禁止周辺道路は駐車禁止
会場周辺の道路は、
子どもの飛び出し、事
故防止のため、駐車禁
止となっています。
車両は、必ず指定の
駐車場に駐車してくだ
さい。



人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を

中
心
に
、
高
松
法
務
局
と
香
川

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
制
度
の
周
知
や
人
権

思
想
の
普
及
・
高
揚
に
努
め
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
く
ら
し
の
中
で
、

差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
等
）、
隣
近
所
の

も
め
ご
と
な
ど
で
お
困
り
の
方

は
、
人
権
相
談
所
、
ま
た
は
左

記
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
互
い
に
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

月 　 日 

 

場 　 所  

時 　 間  

特設人権相談日程（予定）
 6 

7 

8 

10 

11 

1 

3

月 

月 

月 

月 

月 

月 

月 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

貉 

貂 

貂 

豺 

貉 

貂 

貉 

1 

19 

30 

3 

16 

17 

15

内海町福祉会館 

10:00～15:00

内海町人権擁護委員 
佃　 豊年 
（福田　84－2126） 
竹本 郁子 
（安田　82－0179） 
三木 良榮 
（苗羽　82－2834） 
森川 桂輔 
（西村　82－1900） 

 

　9：30～16：30（蕁 087－821－6161） 
（ただし、土･日･祝祭日を除く） 

 

　子どもの人権１１０番（蕁 087－821－6196） 
　女性の人権ホットライン（蕁 087－821－6181） 

　20歳になると学生も国民年金に加入し、保険料
を納付しなければなりませんが、ほとんどの学生
は収入がありませんので、保険料を社会人になっ
てから後払いできる学生納付特例制度があります。
　 
　大学や専門学校等定められた教育施設に在学し
ていて、学生本人の前年所得が一定額以下の方。 
※平成17年４月より、対象となる学校が拡大され
ました。学校教育法に規定するすべての各種学
校（修業年限が１年以上の課程に限る）も対象
となります。 
 
　住民福祉課窓口で、学生証のコピー（もしくは
在学証明書）、年金手帳、印鑑を持参して手続きし
て下さい。申請手続きは毎年度必要です。 

　 
　４月から翌年３月までです。前年度承認をうけ
ている方も、今年度も申請する場合は再度申請が
必要ですので、ご注意下さい。 

 
・承認期間中の国民年金保険料の納付が猶予され
ます。 
・年金を受けるための受給資格期間に算入され、
事故や病気による障害、死亡等の「万一の場合」
を保障する障害基礎年金・遺族基礎年金に備え
ることができ、安心です。ただし、老齢基礎年
金は、受給資格期間には算入されますが、年金
額の計算には反映されません。 
・承認期間の保険料は、10年以
内であれば、追納（後払い）
することができます。 
問い合わせ先 
　住民福祉課年金保険係 
　　　　　　　（蕁82－7006） 

学生納付特例制度の申請はお済みですか 

【対象となる学生】 

 
 
【申請手続は】 

 
【承認期間】　

 

【承認された期間は】
 

春
の
行
政
相
談
週
間

５
月
16
日
〜
22
日

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
５
月
16
日
〜
22

日
ま
で
を「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
各
種
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

内
海
町
に
お
い
て
も
、
次
の
と

お
り
「
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
18
日
貉
10
時
〜
15
時

場
　
所
　
内
海
町
福
祉
会
館

相
談
員
　
塩
本
悦
子
氏

（
行
政
相
談
委
員
）

 

内
海
町
長
選
挙
 

 
坂
下
町
長
が
無
投
票
三
選
 

 　
任
期
満
了
に
伴
う
内
海
町
長
選
挙
は
、
去
る
4
月
19
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
職
の
坂
下
一
朗
氏
（
75
歳
・
苗
羽
）

以
外
に
立
候
補
者

が
な
く
、
坂
下
氏

の
無
投
票
三
選
が

決
ま
り
ま
し
た
。
 

 
な
お
任
期
は
平

成
17
年
5
月
5
日

か
ら
平
成
18
年
3

月
20
日
ま
で
で
す
。

  

内
海
町
長
選
挙
 

 
坂
下
町
長
が
無
投
票
三
選
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　5月は赤十字社員 
増強運動月間です 

7

５
月
１
日
か
ら
１
か
月
間
、

全
国
一
斉
に
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
が
「
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｈ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｄ
Ｉ
Ｇ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｙ
〜
守
ろ
う
人
間
の
尊
さ

を
」
の
標
語
の
も
と
に
展
開
さ

れ
ま
す
。

世
界
の
各
地
で
は
紛
争
や
ス

マ
ト
ラ
島
沖
地
震
な
ど
を
は
じ

め
と
す
る
自
然
災
害
が
あ
と
を

た
た
ず
、
多
く
の
犠
牲
者
や
被

災
者
が
発
生
し
、
飢
え
や
病
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
昨

年
は
台
風
災
害
が
頻
発
し
、
さ

ら
に
は
新
潟
県
中
越
大
地
震
の

発
生
な
ど
、
多
く
の
人
的
・
物

的
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。日

本
赤
十
字
社
は
、
人
道
・
博

愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
皆
様
方

の
ご
支
援
の
も
と
、
広
い
分
野

で
の
救
援
活
動
を
積
極
的
に
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の

人
道
支
援
に
対
す
る
内
外
か
ら

の
期
待
と
要
請
は
ま
す
ま
す
増

大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
救
急
法
・

家
庭
看
護
法
な
ど
の
講
習
の
更

な
る
普
及
、
血
液
事
業
の
推
進
、

奉
仕
団
・
青
少
年
赤
十
字
活
動

の
拡
充
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
赤
十
字
事
業
の
財
源

は
、
皆
様
方
が
日
本
赤
十
字
社

の
社
員
に
加
入
し
て
納
め
て
い

た
だ
く
社
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
々
の
赤
十
字
社
員
へ
の
ご
加

入
に
よ
り
、
そ
の
事
業
も
一
層

拡
充
発
展
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

内
海
町
で
は
、
婦
人
会
、
自

治
会
が
中
心
と
な
っ
て
各
戸
訪

問
し
ま
す
の
で
、
日
本
赤
十
字

社
の
事
業
に
一
層
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
積
極
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課（
蕁
８
２
―

７
０
０
５
）

＜材料＞4人分 
おから…220裼／人参…60裼／しょうが…１かけ／青ねぎ
…６本／プロセスチーズ…40裼／芝えび…正味80裼／ス
キムミルク…大さじ４／だし（昆布・かつお）200cc～
240cc／サラダ油…大さじ２／砂糖…大さじ２杯半／酒…
30cc／薄口しょうゆ…大さじ１ 

＜作り方＞ 
①人参、しょうがは千切り、青ねぎは３cmの長さに切り、
プロセスチーズは５㎜角に切り、芝えびは背わたを取り、
殻をむき、小さく切る。　 
②鍋にサラダ油を熱し、①の人参、しょうがを炒め、し
んなりしてきたら、芝えび、おからを加え、全体に油
がなじむように炒める。　 
③②にだしでといたスキムミルクを加え、砂糖、酒、しょ
うゆで調味し煮る。十分に味がついたら①のプロセスチー
ズを加えて、さっと煮、青ねぎを加え、混ぜ合わせる。

できあがり！ 
今月のポイント：おからです。食物繊維も豊富であり健康食品
です。おからにスキムミルクやチーズを加えると、おからの臭
みが取れ、まろやかな味になります。 

栄養価（１人分） 
エネルギー　 
たんぱく質　 
カルシウム　 
脂　　　肪　 
塩　　　分　 

221 kcal 
11.4裼 
214 褂 
10.8裼 
1.1裼 

内海町食生活改善推進協議会 
 今月のテーマ　～食物繊維いっぱいメニュー～ 

歯
の
衛
生
週
間
行
事

「
歯
の
健
康
祭
」開
催

小
豆
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
歯
の
衛

生
週
間
行
事
「
歯
の
健
康
祭
」

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時：

６
月
５
日
豸
９
時
〜
12
時

場
所：

池
田
町
イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

実
施
内
容

歯
み
が
き
指
導
・
フ
ッ
素
塗

布
・
歯
の
健
康
相
談
ほ
か
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

※
対
象
年
齢
は
６
歳
児
ま
で

で
、
無
料
で
す
。

　香川県では「香川県身体障害者補助犬給
付事業実施要綱」に基づき、「盲導犬・介助犬・
聴導犬」の給付希望者を募っています。 
　給付対象となる方についての条件等につ
いては、香川県小豆総合事務所健康福祉課（蕁
62－1373）までお問い合わせください。 

１．申し込み期限　平成17年５月31日 

２．給付犬種　盲導犬、介助犬、聴導犬のい
ずれか 
　なお、「介助犬」「聴導犬」については、
育成頭数が少ないことから給付までにかな
りの期間を要することが予想されます。 

３．その他　受給者は、補助犬の飼育にかか
る食料費等の一切の費用について、負担が
必要です。 
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　住民福祉課国保係では、温泉入浴・
運動・リラックスという３つの要素を
総合的に組み合わせた健康づくりを目
指そうと、今年度も引き続き「温浴健
康教室」を下記の日程により開催します。
ぜひ、皆さんご参加ください。 

時　間：13時30分～ 
場　所：サン・オリーブ 
※送迎については、電話でお申し込みく
ださい。 
※６月23日は休みとします。 
※７月７日以降の日程は未定（毎週木曜
の予定）ですが、決まり次第お知らせ
します。 
※どの日でもサン・オリーブにお越し
いただければ参加できます。 
問い合わせ先：住民福祉課国保係 

　　　　　　 （蕁82－7006） 

５月12日貅 

５月19日貅 

５月26日貅 

６月２日貅  

６月９日貅  

６月16日貅 

６月30日貅 

７月７日貅  

月  日  送 迎 地 区  

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

苗羽・坂手・古江・堀越・田浦 

福田・吉田・当浜・岩谷・橘 

西村・草壁・安田 

 

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

病
気
に
な
っ
た
り
け
が
を
し
た

と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
大
切
な
制
度
で
す
。

今
月
は
、
国
保
の
色
々
な
給
付

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

医
療
費
の
７
割
を
負
担

病
院
の
窓
口
で
保
険
証
等
を

提
示
す
れ
ば
、
年
齢
等
に
応
じ

た
負
担
割
合
を
支
払
う
だ
け
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
己
負
担
部
分
を
除
い
た

残
り
の
医
療
費
は
国
保
が
負
担

し
て
い
ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し

た
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
１
人
に
つ

き
30
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
妊
娠
12
週
以
降
で
あ
れ

ば
、
死
産
・
流
産
で
も
支
給
さ

れ
ま
す
。

葬

祭

費

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬
祭

費
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

移

送

費

医
師
の
指
示
に
よ
り
重
病
人

特
定
疾
病
療
養

血
友
病
、
人
工
透
析
が
必
要

な
慢
性
腎
不
全
に
つ
い
て
は
、

「
特
定
疾
病
療
養
費
受
領
証
」

を
病
院
の
窓
口
で
提
示
す
れ

ば
、
１
か
月
１
万
円
以
内
の
支

払
い
で
済
み
ま
す
。

問い合わせ先 
住民福祉課 

（蕁82―7006） 

国
保
に
お
け
る
各
種
届
出
や

保
険
税
の
納
付
義
務
は
世
帯
主

に
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

世
帯
主
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
お
り
、
国
保
の
加
入
者
で
な

い
場
合
で
も
、
世
帯
の
中
に
国

保
の
加
入
者
が
い
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
義
務
を
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国
保

の
加
入
者
で
な
い
世
帯
主
の
こ

と
を
国
保
制
度
で
は
「
擬
制
世

帯
主
」
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
国
保
の
保

険
税
を
支
払
っ
て
い
る
方
が
擬

制
世
帯
主
で
は
な
く
国
保
の
加

入
者
で
あ
る
場
合
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
届
出
に
基
づ
き
、
国
保

制
度
上
の
世
帯
主
を
擬
制
世
帯

主
か
ら
国
保
の
加
入
者
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
世
帯
主

変
更
は
、
擬
制
世
帯
主
が
保
険

税
を
す
べ
て
納
め
て
お
り
、
世

帯
主
の
変
更
後
も
各
種
届
出
の

義
務
や
保
険
税
の
納
付
義
務
を

果
た
せ
る
な
ど
、
国
保
の
運
営

上
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

ぎ

せ

い

が
転
院
し
た
場
合
、
移
送
に
か

か
っ
た
費
用
が
支
給
さ
れ
ま

す
。療

養
費
の
支
給

次
の
場
合
、
全
額
を
自
己
負

担
し
た
と
き
に
は
、
国
保
へ
申

請
し
審
査
で
決
定
す
れ
ば
自
己

負
担
部
分
を
除
い
た
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①
急
病
等
で
や
む
を
得
ず
保
険

証
を
持
た
ず
に
治
療
を
受
け

た
と
き

②
医
師
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル

セ
ッ
ト
等
の
補
装
具
代

③
骨
折
等
で
、
国
保
を
扱
っ
て

い
な
い
柔
道
整
復
師
の
施
術

を
受
け
た
と
き

④
医
師
が
必
要
と
認
め
た
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
の
施
術
代

⑤
海
外
渡
航
中
に
診
療
を
受
け

た
と
き

高
額
療
養
費

同
じ
月
内
（
１
日
か
ら
月
末
）

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
は
、
限
度
額

を
超
え
た
部
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
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子
宮
頚
が
ん

検
診
方
法

子
宮
頚
部
細
胞
診

子
宮
頚
が
ん
は
20
〜
30
歳
代

で
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
検
診
の
対
象
が
20

歳
以
上
の
方
に
広
が
り
ま
す
。

乳
が
ん

検
診
方
法

視
触
診
・
乳
房
X

線
検
査
（
要
予
約
）

女
性
の
が
ん
の
う
ち
、
近
年

の
乳
が
ん
の
罹
患
（
病
気
に
か

か
る
こ
と
）
と
死
亡
の
増
加
は

深
刻
で
す
。
検
診
の
対
象
年
齢

は
40
歳
以
上
に
変
更
し
、
今
ま

で
の
視
触
診
に
加
え
、
早
期
乳

が
ん
の
発
見
に
有
効
な
乳
房
X

線
検
査
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

を
導
入
し
ま
す
。

大
腸
が
ん

検
診
方
法

便
潜
血
反
応
検
査

食
生
活
の
変
化
に
よ
り
現
在

増
加
中
の
が
ん
で
す
。
２
日
分
の

便
潜
血
反
応
か
ら
判
定
し
ま
す
。

肺
が
ん

検
診
方
法

胸
部
間
接
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
・
痰
の
細
胞
検
査

た
ば
こ
と
の
関
連
が
深
く
、

部
位
別
が
ん
死
亡
割
合
第
１
位

で
す
。
検
診
で
は
、
胸
部
間
接

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
実
施
し
、

専
門
医
が
二
重
読
影
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
痰
の
細
胞
検
査

　
が
ん
の
死
亡
は
40
歳
頃
か
ら
増
え
、
50
〜
60
歳
代
で
は
死
因
の

４
割
を
越
え
て
い
ま
す
。
内
海
町
で
は
、
５
月
25
日
か
ら
各
種
が

ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
示
す
「
が
ん
検
診
指
針
」

も
改
正
さ
れ
、
よ
り
精
度
の
高
い
が
ん
検
診
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

（
対
象
条
件
あ
り
）を
実
施
し
ま
す
。

胃
が
ん

検
診
方
法

胃
部
X
線
撮
影

（
要
予
約
）

以
前
か
ら
日
本
人
が
多
く
罹

患
し
て
い
る
が
ん
で
す
。
昨
年

度
か
ら
造
影
剤
や
撮
影
法
が
一

部
変
更
に
な
り
、
よ
り
早
期
の

が
ん
が
発
見
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

前
立
腺
が
ん

検
診
方
法

血
液
検
査
（
P
S

A
検
査
）

高
齢
の
男
性
に
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
検
診
で
は
少
量
の
血

液
を
採
取
し
P
S
A
の
判
定
を

し
ま
す
。

◎
来
月
は
、
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
）

の
お
話
で
す
。

が
ん
検
診
漓 

子宮がん検診（子宮頸部細胞診） 
働 く 婦 人 の 家  

福 田 公 民 館  

福 祉 会 館  

介護老人保健施設うちのみ 

 

5月25日貉 

5月26日貅 

 

 

 
 

 

対　象　者 20歳以上の方 700円 料金 

対　象　児 

母と子のすくすくルーム 
５月18日貉 介護老人保健施設うちのみ 

平成17年３月生まれ 

～ 10：009：30 受付 

 
 

対　象　児 

3歳児健診 
５月19日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成13年11･12月、平成14年１･２月生まれ 

～ 14：3013：30 受付 

対　象　児 

2歳児歯科健診 
６月９日貅 介護老人保健施設うちのみ 

平成15年３・４・５・６月生まれ 

～ 14：3013：30 受付 

献　血 

５月16日豺 

ネオオリエンタルリゾート小豆島 
譁 岡 田 武 市 商 店  

牟 礼 病 院  

内 海 中 学 校  

～ 10：5010：00

～ 13：0011：40
～ 15：1514：30

～ 16：4016：00

体脂肪測定・ほくほく体操 
５月13日貊・27日貊  介護老人保健施設うちのみ 

 
～ 11：309：00

～ 

～ 

～ 

～ 

11：00 

14：30 

11：00 

14：30

9：30 

13：00 

9：30 

13：00

受付 

受付 

受付 

受付 

～ 15：3015：00 受付 
BCG予防接種 
５月10日貂 

場　　　所 介護老人保健施設うちのみ１階 

対　象　児 生後３～６か月児未満（１回受けた方は除く） 

 

※フッ素塗布（料金：100円）ができますので、手鏡と歯ブラシをご持参ください。 

対 象 者：町内在住の精神障害者で参加可能な方 
日　　時：５月17日貂　10：00～15：00 
場　　所：内海町福祉会館 
内　　容：軽スポーツ、簡単な調理実習ほか 
持 参 物：参加費200円、米１合、室内用シューズ 
 

内海町いこいの場 

今
月
折
込
み
の 

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は 

一
年
間
の
検
診
予
定
を 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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先
月
、
町
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
全
て
の
方
に
、
こ
れ
ま
で

の
黄
色
い
保
険
証
に
変
え
て
、
ピ
ン
ク
色
の
介
護
保
険
証
を
交

付
し
ま
し
た
。 

　
介
護
保
険
は
医
療
保
険
と
違
っ
て
、
保
険
証

だ
け
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

　
今
月
号
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
順

に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。 

を
総
合
的
に
判
断
し
て
作
成
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

に
記
載
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
利

用
で
き
な
い
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
ご
家
族
の
方
と
十
分

に
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。ケ

ア
プ
ラ
ン
が
完
成
し
た

ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
者
と
契
約
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
事
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
十
分
な
説

明
を
受
け
、
内
容
を
よ
く
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
ご
家

族
の
方
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う

と
安
心
で
す
。

盪
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

場
合

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
マ

リ
ア
の
園
）
や
介
護
老
人
保
健

施
設
（
老
健
う
ち
の
み
）
へ
の

入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

希
望
す
る
施
設
に
入
所
の
申
込

み
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
に
、

要
介
護
認
定
結
果
が
記
入
さ
れ

た
保
険
証
が
必
要
で
す
の
で
、

持
参
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
こ
で
は
老
健
う
ち
の
み

へ
の
入
所
手
順
に
つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
ま
す
。

（ア）
保
険
証
を
持
っ
て
入
所
の
申

込
み
を
行
い
ま
す
（
利
用
申

込
書
・
主
治
医
の
意
見
書
を

提
出
し
ま
す
）。

①
ま
ず
相
談
で
す
。

「
介
護
が
必
要
か
な
」
と
思

っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
で
す
。

内
海
町
で
は
、
高
齢
者
の
方

に
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、「
老
人
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。「
老
人
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
老
健
う
ち
の
み
１

階
に
あ
り
、
在
宅
介
護
に
関
す

る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
介
護
に
関
す
る
悩

み
や
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
申
請
し
ま
す
。

相
談
の
結
果
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
必
要
な
場
合
は
、

「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を
行

い
ま
す
。
申
請
は
、
町
役
場
住

民
福
祉
課
、
老
人
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
続
は
高
齢
者

自
身
や
ご
家
族
の
方
で
も
で
き

ま
す
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介

護
支
援
専
門
員
）
に
代
行
申
請
を

依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

③
認
定
調
査
員
が
訪
問

し
ま
す
。

町
の
調
査
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
家
庭
等
を
訪
問
し
、
申

請
者
の
心
身
の
状
態
や
医
療
に

関
す
る
項
目
に
つ
い
て
、
本
人

と
ご
家
族
へ
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
ま
す
。

④
要
介
護
度
の
審
査
・

判
定
を
行
い
ま
す
。

訪
問
調
査
の
結
果
と
主
治
医

の
意
見
書
な
ど
を
も
と
に
、
介

護
認
定
審
査
会
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
の
介
護
が
必
要
な
の
か

を
判
定
し
ま
す
。
こ
の
判
定
結

（イ）
申
込
者
の
心
身
の
状
態
に
基

づ
き
入
所
の
適
否
が
判
定
さ

れ
ま
す
。

※
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
医

学
的
管
理
下
で
の
介
護
や
機

能
訓
練
等
を
提
供
し
、
医
療

施
設
か
ら
在
宅
生
活
へ
の
円

滑
な
復
帰
を
目
指
す
施
設
で

す
。
従
っ
て
、
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
で
も
、
無
条
件

に
入
所
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（ウ）
入
所
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
契
約
を
行
い
ま
す
。

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
り
ま
す
。

選
択
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
事
業

者
か
ら
提
供
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
１
割
を
負
担
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

以
上
が
介
護
保
険
の
利
用
手

順
で
す
が
、
初
め
て
の
申
請
は

戸
惑
い
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課

（
蕁
８
２
―
７
０
０
６
）

老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
蕁
８
２
―
７
０
３
４
）

果
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

申
請
の
日
か
ら
30
日
以
内
に
通

知
さ
れ
ま
す
。

⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
要

支
援
か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
結

果
を
受
け
た
ら
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
を
行
い
ま
す
。
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
２
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
方
は
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

盧
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

場
合

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
訪

問
介
護
や
看
護
師
に
よ
る
訪
問

看
護
な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は
、
ま
ず
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
を
選
び
ま

す
。
町
内
で
は
、
老
人
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
マ
リ
ア
の
園
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
に
は
、
介
護
の

知
識
を
幅
広
く
持
っ
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

を
依
頼
し
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン

は
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
態
や

家
族
の
状
況
、
住
ま
い
の
様
子
、

今
後
望
ま
れ
る
家
庭
生
活
な
ど
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４
月
11
日
、
苗
羽
幼
稚
園
に

て
坂
手
幼
稚
園
か
ら
の
お
友
達

を
新
た
に
迎
え
、
入
園
式
と
統

合
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
み
ん
な

で
歌
を
歌
っ
た
り
楽
器
を
弾
い

た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
新
し
く
入
園

し
た
子
も
、
坂
手
か
ら
き
た
子

も
、
す
っ
か
り
み
ん
な
に
溶
け

こ
め
た
よ
う
で
す
。

まちの身近な出来事や話
題を紹介します。 
皆さんからの情報もお待
ちしています。 
（総務企画課 蕁 82－7002） 

４
月
10
日
、
恒
例
と
な
っ
て

い
る
内
海
町
消
防
大
会
が
内
海

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
消
防
団
員
と
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
入
場
行
進
で
幕
が
開
き
、
引

き
続
い
て
新
入
団
員
の
宣
誓
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
分
団
に
よ
る
部
隊

訓
練
が
行
わ
れ
、
規
律
正
し
く

統
率
の
取
れ
た
動
作
を
披
露

し
、
地
域
社
会
の
防
災
を
担
う

伝
統
あ
る
消
防
団
の
存
在
感
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

役
場
の 

「
新
し
い
顔
」
で
す 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

　先輩方に指導し
て頂きながら充実
した日々を過ごし
ております。 
 不安や緊張もあ
りますが、一日一
日を大切に、頑
張っていきたいと
思います。 
 よろしくお願い
します。 

　内海町の職員とし
て働きはじめて、二
週間がたちました
が、分からないこと
ばかりで不安と緊張
の毎日です。内海町
の職員として、住
民の皆様に信頼さ
れるように日々努
力していきたいと思
います。どうぞよろ
しくお願いします。 

　毎日新しい事の
発見で、とても充
実した日々を送っ
ています。まだま
だ分からない事が
多いですが、先輩
方の仕事を見なが
ら勉強していきた
いと思っておりま
すので、どうぞよ
ろしくお願いいた
します。 

　分からない事が多く勉強の
毎日ですが、先輩方の指導を
受け少しでも早く一人前にな
れるように努力したいと思い
ます。 
　窓口で皆様とお会いする機
会が多いですが、その際はど
うぞよろしくお願いします。 

　もともと内海町出身では
ないので、そのぶん仕事以
外にも覚えることがたくさ
んあって毎日大変ですが、
早く慣れて住民の皆さんに
好感の持たれる職員になれ
るようがんばります。よろ
しくお願いします。 
 

　内海町B＆G海洋セン
ターの施設管理、業務
など初めてのことばか
りで、いつも先輩方に
迷惑をかけながら頑張っ
ています。 
　プール・艇庫等で行う
スポーツを通して、町民
皆さんとお会いする機会
が多いと思いますが、精
一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。 

木村　隆志 
（建設農林水産課） 

肥田　成弘 
（税務課） 

藤井　知美 
（教育委員会事務局） 

山下　善範 
（住民福祉課） 

前場　勇人 
（総務企画課） 

笹谷　幸司 
（教育委員会事務局） 

内
海
町
消
防
大
会
開
催

内
海
町
消
防
大
会
開
催 

内
海
町
消
防
大
会
開
催 

内海町婦人会による 
　　　　　セラピューティックケア 坂

手
坂
手･

苗
羽
幼
稚
園
統
合
セ
レ
モ
ニ
ー

苗
羽
幼
稚
園
統
合
セ
レ
モ
ニ
ー 

’04
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会 

坂
手･

苗
羽
幼
稚
園
統
合
セ
レ
モ
ニ
ー 



心配ごと相談所の開設
内海町社会福祉協議会では、毎月１回、
心配ごと相談所を開設しています。お気
軽にご相談ください。
日　時：5月10日貂 13：30～15：30
場　所：内海町福祉会館

第33回清掃ハイキング
風薫る5月、緑陰に空き缶などは似合
いません。きれいな小豆島で人々を迎え
たいものです。小豆島山の会ではクリー
ンハイキングを次のとおり行いますので、
ぜひご参加ください。
日　時
5月29日豸 10：00～ ※小雨決行
集合場所
銚子渓駐車場 ※当日参加可
コース
銚子渓～美しの原（昼食・学習）～寒霞渓
（16時ごろ現地解散）
持ち物
弁当・水筒・雨具・タオル
（ゴミ袋、手袋は用意します）
問い合わせ先
山の会会員 大内秀樹（蕁
62－0271）

かがわ県民カレッジで
学びませんか

かがわ県民カレッジは、人間性豊かな
生活を営むために学習しておくことが望
まれる現代的課題に関する学習の機会を
提供しています。本年度は次のとおり
「男女共同参画」の基本講座を開催します
ので、ぜひご参加ください。
なお、このほかにも「家庭教育」に関
する基本講座が県内各地で開催されてい
ますので、詳しくは下記までお問い合わ
せください。
申込先・問い合わせ先：県生涯学習課
県民カレッジ担当（蕁 087－832－3771）
受講料：無料

出張登録の日程（17年度）
香川運輸支局では、小豆島に出張して

自動車の登録を行っています。ただし、

業務内容によっては条件により実施でき

ない場合がありますので、事前に運輸支

局にご確認のうえ、予約してください。

実施予定日

5月18日貉・6月8日貉・7月13日貉・

8月10日貉・9月14日貉・10月19日貉・

11月9日貉・12月14日貉・平成18年

1月18日貉・2月8日貉・3月8日貉

申請書受付時間

10：30～11：30、13：00～13：20

実施場所

小豆島出張検査場（小豆島安全モーター

ズ株式会社　蕁62－2210）

実施する業務

登録自動車および小型二輪（251cc以上）

で、名義変更・新規登録・廃車など

申請の予約

出張登録を申請される方は、実施日の2営

業日（土日・祝日を除く）前の午前中までに、

電話での予約が必要となります。また、番

号標の交付を伴う申請（転入・番号変更・

新規など）は、予約時に自動車検査証または

抹消登録証明書の写しの提出（FAX 087－

882－4033）をお願いします。

自動車税などの申告納付

出張登録の申請時に自動車税・自動車取得

税の申告および納税をしていただきます。

問い合わせ先

香川運輸支局 （蕁 087－882－1356）

自動車税に関すること（蕁 087－881－3858）

青い鳥郵便はがきの無償配布

日本郵政公社では、身体障害者および知
的障害者の福祉に対する国民の理解と認識
を更に深めることを目的とし、重度の身体
障害者および重度の知的障害者からの申し
出により、郵便はがきを無償で配布します。
対象者
◆重度の身体障害者（1級または2級の身
体障害者手帳保持者）
◆重度の知的障害者（狢またはAの療育手
帳保持者）
申込方法
最寄りの郵便局へ身体障害者手帳または療
育手帳を持参してください（代理または郵
便による申し込みも可）。
申込期限：5月31日貂

魚釣り時の感電にご注意を！

ぬれたさおで電線に触れると、電気を
通し感電することがあります。また、カ
ーボン製の釣りざおは、大変電気を通し
やすく、電線に近づけただけで感電する
場合があります。
釣りは電線のないところで楽しみまし
ょう。
問い合わせ先
中国電力㈱小豆島営業所（蕁 82－1141）

日　時 内　　容 

場 所  
申込締切 

第1回 

第2回 

第3回 

7月2日貍 
13:00～15:00 
7月9日貍 
13:00～15:00 
7月16日貍
13:00～15:00 

ジェンダーって
何だろう 
なりきりパフォ
ーマンス 
これまでの地域、
これからの地域 

 
 

土庄町中央公民館（蕁62－0238） 
 6月17日貊 

＜男女共同参画基本講座＞ 

善
 
意
 
の
 
寄
 
付
 

〇町内各小学校へ 

　　小豆島東ライオンズクラブ 

〇介護老人保健施設うちのみへ 

　　炭山　久司（苗羽） 

〇内海病院整備基金・あすなろの家へ 

　　野村　　功（苗羽） 

〇内海病院整備基金へ 

　　石井　岩男（苗羽） 

　　西村偉作男（西村） 

（敬称略）
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講　　演 

ビデオデッキ      
一升炊き炊飯器     
       　 

 

リサイクル用品の情報をお待ちしています。環境衛生課内（蕁82－7008）  
 

・遮光カーテン 
（100cm×180cmを２枚・青色） 
・チャイルドシート    
・電気あんま器    
・小高男子制服ズボン      

（3・4月受付分） 

【譲ります】  
 
無償 
無償 
無償 
無償 
 

 
無償 
無償 
 

【求めます】 

講　　演 
講　　演 



勤労青少年ホーム教室
【着付け教室】

日　時：6月29日～毎週水曜日
（計5回）19：30～21：00
場　所：勤労青少年ホーム
内　容：着付けの初歩
定　員：10名（先着順）
締め切り
6月20日豺までに
勤労青少年ホーム
（蕁82－0201）へ
お申し込みください。

小豆地区広域行政
事務組合職員募集

募集人員
①小豆島老人ホーム職員　看護師　1名
滷小豆島老人ホーム臨時職員 介護員 １名
応募資格
日本国籍を有し、次の生年月日に該当す
る方
①昭和35年4月2日以降に生まれた方
で、看護師免許取得の方
②昭和35年4月2日以降に生まれた方
（特別な資格は必要ありません）
①②とも普通自動車免許取得の方
申込書類
・①②申込書（指定のもの）
・①②履歴書（指定のもの）
・①看護師免許の写し
・①②普通自動車免許の写し
第１次試験日および場所
選考の方法等は、本人宛に通知します。
申込書類請求開始日
平成17年5月9日豺
申込期間
平成17年5月16日豺から平成17年5
月31日貂まで
申込書類の請求・問い合わせ・申込先
小豆地区広域行政事務組合事務局

（蕁 62－6565）
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町営住宅入居者募集

町営住宅に空室ができましたので、
次のとおり入居者を募集します。
募集団地：小坪団地・岩谷団地
募集戸数：各１戸
申込期間：5月6日貊～20日貊
家　　賃
入居世帯の月収（所得）により決定し
ます。
入居資格
①町内に住所または勤務先がある方で
住宅に困窮していること
②同居親族または同居しようとする親
族があること（50歳以上の方や１級
から4級の障害のある方などは、単身
でも入居できます）
③申込者と同居親族全員の所得を合算
し、諸控除額を差し引いた月収額が
所定の基準に該当していること
④地方税を滞納していないこと
※入居者の決定は公開抽選により行い
ます。
問い合わせ先
建設農林水産課管理係（蕁 82－7009）

にこにこ広場参加者募集

内海保育所では、5月以降の「にこに
こ広場」参加者を募集します。
これは、家庭内で保育している保護者
と子どもたちがいっしょに保育所に集ま
り、ここでの体験を通して、子育て家庭
の仲間づくりをしていこうというもので
す。
対象児：生後7か月から5歳まで
定　員：10名程度（先着順）
申込受付：5月11日貉9：00～
申込先：内海保育所（蕁 82－3837）

自衛隊幹部候補生募集

防衛庁では、次のとおり自衛官採用試験
の受付を行っています。

問い合わせ先

自衛隊土庄分駐所（蕁 62－7000)

平成17年度香川県警察官Ａ
（男性・女性）募集

受付期間：持参・郵送の場合
5月20日貊～6月15日貉
インターネット
5月20日貊～6月8日貉

第1次試験日：7月9日貍・10日豸
受験資格
昭和50年4月2日～昭和63年4月1日ま
でに生まれた方で、大学等を卒業または
平成18年3月31日までに卒業見込みの方
採用予定人数
男性55名程度/女性4名程度
問い合わせ先
小豆警察署（電話82－0110）ならびに最
寄りの交番、駐在所もしくは香川県警察
ホームページ（http://www.pref.kagawa.jp/）
内の「香川県警察職員採用案内」

平成17年度調理師試験

受験資格

①中学校もしくはそれに準ずる学校を卒業
した方、またはこれと同等程度の学力が
あると認められた方

②飲食店等において２年以上調理の業務に
従事した方

①②の要件をどちらも満たすこと。
試験日：6月26日豸　9：30～12：00
試験場所：香川県立高松高等学校
願書受付期間

5月16日豺～5月23日豺　
8：30～17：00（土・日曜日を除く）
問い合わせ先

小豆総合事務所（蕁 62－1373）
香川県健康福祉総務課

（蕁 087－832－3273）

5月　MAY

講　　演 区 分  
応募資格  
受付期間  
試 験 日  
入隊予定

2等陸海空士 
18歳以上27歳未満の男子 
随時受付 
6月5日予定 
7月下旬 
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ま
す
。
 

 
広
報
う
ち
の
み
４
月
号
『
町
職

員
の
人
事
』の
欄
で
、採
用
、配
置

換
え
の
一
部
に
記
載
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
お
詫
び
し

ま
す
。
 

内
海
病
院
 

■
採
用
 

谷
部
由
利
子
（
看
護
師
）
 

役
場
 

■
配
置
換
え
　
（
　
）
は
旧
職
名

住
民
福
祉
課
　
福
田
支
所
長
 

山
田
　
晴
夫
（
税
務
課
　課
長
補
佐
）

 

交通事故・火災・救急件数 
（町内３月分） 

区 分  件 数  昨年同期 １月からの 
累計 

交通事故 

負傷者 

死亡者 

火 災  

救 急  

4 

4 

0 

0 

51

14 

16 

0 

2 

124

21 

27 

0 

1 

135

14

藐
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙（
40
％
）を
使
用
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
大
泊
　
勝
さ
ん
に
執

筆
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

古
稀
を
祝
い
、
喜
寿
を
目
前
に

し
た
今
、
若
い
頃
の
苦
労
は
全
て

懐
か
し
く
、
笑
い
話
に
な
っ
て
し

ま
う
。

島
を
出
て
54
年
、
実
家
は
大
水

害
で
近
く
に
転
居
し
た
が
、
わ
が

家
の
本
籍
地
は
今
も
川
の
中
に
あ

る
。遍

路
さ
ん
の
列
に
物
乞
い
し
母

に
叱
ら
れ
た
幼
い
頃
、
三
五
郎
池

の
土
手
造
り
の
光
景
、
醤
油
樽
を

運
ぶ
牛
車
、
埋
立
船
の
ガ
ラ
ガ
ラ

と
い
う
音
な
ど
が
、
今
も
脳
裏
に

甦
る
。

そ
の
故
郷
を
後
に
し
た
き
っ
か

け
は
、
都
会
に
出
る
こ
と
に
反
対

だ
っ
た
父
の
死
、
高
卒
で
、
代
用

教
員
を
し
て
い
た
空
し
さ
か
ら
だ

っ
た
。

「
苦
労
は
買
う
て
で
も
せ
い
」

と
い
う
叔
父
の
言
葉
を
背
に
、
戦

災
の
傷
跡
が
残
る
東
京
で
の
生
活

は
文
字
ど
お
り
苦
労
の
連
続
だ
っ

た
。大

学
の
授
業
料
は
奨
学
金
で
何

と
か
な
っ
た
も
の
の
、
実
家
か
ら

の
援
助
な
し
の
生
活
は
楽
で
は
な

か
っ
た
。

安
く
て
住
み
よ
い
部
屋
を
探
し

て
や
ど
か
り
の
よ
う
に
４
年
間
で

５
回
の
引
越
し
を
し
た
。

ま
た
、
た
ら
い
で
水
洗
い
し
、

駄
目
に
し
た
背
広
。
こ
て
で
焦
が

し
て
し
ま
っ
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ
。
す

べ
て
節
約
心
か
ら
出
た
失
策
だ
っ

た
。
そ
の
上
、
当
時
の
靴
下
は
よ

く
破
れ
、
繕
い
に
忙
し
く
、
遊
ぶ

暇
な
し
（
こ
れ
は
節
約
に
大
い
に

貢
献
し
た
か
な
）

こ
う
し
て
大
学
を
卒
業
し
た
も

の
の
、
世
は
大
不
況
の
就
職
難
だ

っ
た
。

幸
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
電
電

公
社
に
採
用
さ
れ
、
35
年
を
無
事

勤
め
た
。
そ
の
後
、
約
10
年
、
他

の
会
社
で
働
け
た
こ
と
は
幸
運
だ

っ
た
。

そ
の
間
、地
域
活
動
に
参
加
し
、

自
治
会
館
な
ど
の
建
設
に
積
極
的

に
働
い
た
。
ま
た
、
わ
が
白
岡
町

の
新
庁
舎
敷
地
内
に
は
、
島
の
オ

リ
ー
ブ
を
植
樹
さ
せ
て
貰
っ
た

が
、残
念
な
が
ら
花
は
咲
け
ど
も
、

実
は
い
ま
だ
に
つ
か
な
い
。

昨
年
は
、
明
治
神
宮
で
太
鼓
や

安
田
踊
り
を
懐
か
し
く
拝
見
し
、

故
郷
は
頑
張
っ
て
い
る
と
頼
も
し

く
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、島
の
伝
統
文
化
、

食
品
産
業
、
そ
し
て
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
生
か
し
た
観
光
や
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
益
々
の
発
展

を
期
待
し
た
い
。

お
達
者
な
ん
な 

（226） 

島
を
離
れ
て
半
世
紀 

（
安
田
出
身
・
73
歳
） 

 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

高

橋

裕

治

 お
達
者
な
ん
な 

（175） 

白岡町新庁舎とオリーブの木 白岡町新庁舎とオリーブの木 

自宅のベランダから見た夕焼けの富士山 自宅のベランダから見た夕焼けの富士山 

【4月1日現在（　）は前月比】 

まちの人口／11,970（-61） 男 5,652（-30） 女 6,318（-31） 世帯数4,859（-4）  




